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企業再建・企業承継・出口戦略のための見方

Ｂ／Ｓ（時価）
プラス（＋）

（個人資産・負債
含む）

◆　企業再建手法の選択と実行
　　　（自主再建orＭ＆Ａ型（スポンサー型）再建）

◆　資金繰り・資金調達　支援

◆　債権者交渉　支援

◆　取引先・従業員引継ぎの有無・円滑化　等

Ｐ／Ｌ（実態）
プラス（＋）

Ｐ／Ｌ（実態）
マイナス（－）

Ｂ／Ｓ（時価）
マイナス（－）
（個人資産・負

債含む）

企業再建　支援
事業継続・発展

ハッピーリタイア支援

再編・廃業　支援
経営改善・

資産承継支援

◆　事業発展・継続支援

◆　承継手法の選択

　　（親族内、従業員、第三者承継）

◆　資産承継手法の選択（相続対応）

◆　後継者承継の円滑化(ＴＡＭ登用)　　　等

◆　事業再編・廃業・撤退の手法検討

◆　資産の流動化　　　在庫処分・取引先継承・

　　　　　　　　　　　　　　 動産・不動産流動化

◆　人事支援　　従業員転職・経営者生活再建

◆　債務整理　　等

◆　経営改善、各種リストラ

◆　モニタリング強化

◆　所有と経営の分離（ＴＡＭ登用）

◆　廃業の見極め　

◆　資産承継手法の選択（相続対応）　　等
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起業＞
技術やアイディアが
あってもどう起業した
ら
よいかわからない？

事業の拡大、成長
のためどのような
経営戦略をとれば
よいのか？

事業・財務状況が悪
化
してきたらどのよう
に
再建すれば良いの
か？

起業から出口（Exit）まで

時間経過

事
業
価
値

・M&A戦略
　支援
・経営コンサル
・人材コンサル
　
　等　

・起業支援
・ベンチャー投資
斡旋等

・経営改善支援
・財務改善支援
・業務改善支援
　
　等

企業承継
（上場・Ｍ＆Ａ

含む）

再編・廃業
（破産・資産売
却・Ｍ＆Ａ含

む）

経営改善
資産承継
ＴＡＭ紹介

企業再建
債務整理

スポンサー支援
ＴＡＭ紹介

企業成長の
踊り場

価値
向上

価値
低下

＜出口選択肢＞
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　企業再建・承継の進め方　概略



「再建企業」が抱える問題点　

中小企業が経営危機に陥るパターン

　・もともと不安定な存在
　・簡単には生き残れない時代が到来。
　　経営環境の変化を甘く見た。

１．収益力の低下

（１）売上高の減少　　
　　　①売上数量の減少
　　　②得意先の減少
　　　③販売単価（受注単価）の低下

（２）限界利益率の悪化　　　
　　　①販売単価（受注単価）の低下
　　　②変動費単価
　　　　（仕入単価、外注単価）
　　　　 の上昇

（３）固定費の増加　　　
　　　①管理経費の増加
　　　②労働分配率の上昇
　　　③金利コストの上昇
　　　④その他固定費の増加

２．過大な設備投資

　（１）見通しのあいまいな設備投
資

　（２）計画性のない不動産投資

　（３）非償却資産への投資
　　
　　　　　　　設備貧乏の会社など．
．．

危機に陥る要因

Ｂ／Ｓの痛み？
Ｐ／Ｌの痛み？
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１．その企業の経営力をどのように判断するか？

（１）数字はどうなっているのか

　　　本当に儲かっているのか、儲けてきたのか、
　　　過大な借入金は何のためか、ここが先ずは出発。
　　　財務デュ－デリジェンスは忍耐と体力そして実務能力

（２）小さくても絶対必要な事業戦略の見直し

　　　「選択と集中」は中小企業においても事業再生可能性を探る重要な戦略
　　
　　　　である。
　　　　しかし、「縮小均衡」戦略しかとれない企業も多い。

（３）業務運営、経営管理の改善でどこまで収益構造
　　  が好転するか
　
　　　中小企業にとっては、とりあえずの延命措置としてきわめて重要。
　　　　これでだめなら撤退を検討しなければならない。

「再建企業」が抱える問題点　

危機からの脱出判断
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２．中小企業の再生は、収益構造の抜本的転換ができるか

（１）事業再生戦略の基本は戦略的事業撤退

　　①事業ドメインによる選別
　　②組織能力を活用できる事業と活用できない事業を選別
　　③事業間シナジーの度合いによる選別

（２）収益構造診断の最大のポイント   営業利益（ＥＢＩＴＤＡ）
　　　獲得能力を回復できるかどうか

　　①販売力、受注力の再構築の検討
　　②変動費、固定費の削減可能性の検討
　　③事業の再編、再構築戦略の青写真が描けるか

「再建企業」が抱える問題点　

危機からの脱出判断
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企業再建の可能性の見極め方　

（１）経営者の姿勢・資質　　（経営者が変わることができるか）
　　・信頼性
　　・時代認識
　　・変わろうとする強い意思

（２）企業の存立基盤　　（生き残る価値があるか）
　　・収益を生む事業か
　　・収益を生む体質に変換できるか地域で必要とされる企業か

（３）経済合理性　　（再生に何年かかるか）
　　・法的整理等との経済合理性比較
　　・債務超過解消
　　・債務償還年数
　　・実抜計画と合実計画

（４）利害関係者の協力　（再生に向けて協力が得られるか）
　　・金融機関の協力
　　・家族の協力
　　・従業員の協力
　　・取引先の協力
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（１）事業リストラクチャリング
　　　中小企業にとっての選択と集中の勧め。
         事業リストラによりキャッシュフローがどのくらい増加するか。

　　　　・既存事業からの撤退
　　　　・新規事業への進出
　　　　・Ｍ＆Ａ（営業譲渡、会社分割、ＬＢＯ、ＭＢＯなど）

（２）財務リストラクチャリング
　　　　財務リストラクチャリングは、企業再建において必須である。
            資産の圧縮・流動化がどこまで可能か。

           ・リスケジュール
　　　　・債権放棄
　　　　・再生ファンド
　　　　・ＤＥＳ（デット・エクイティ・スワップ）
　　　　・ＤＤＳ（デット・デット・スワップ）
　　　　・ＤＩＰファイナンス
　　　
（３）業務リストラチャリング
　　　　コストの削減、人件費等の変動費化がどの程度可能か。
　　　  厳しい経済環境の中において売り上げ増は見込めず、
            コスト削減による利益率の改善が重要。

　　　　・コスト削減（人件費、３Ｋ：広告・教育・交際費、など）
　　　　・ＢＰＲ（ビジネス・プロセス・リエンジニアリング）　　
 

専門家・ＴＡＭが進める
事業再構築のためのリストラ策

8専門家・ＴＡＭが進める
収益改善　現場支援へ



ターンアラウンドマネージャー（TAM）とは

企業の重要な経営（再建・承継）課題を期間を限定して解決するために、
登用（出向）される外部の経営・専門人材とＣＲＣでは定義しています。

財務、事業、組織面と全ての面で、企業を内部から改革することがミッ
ションになります。

期待されることは、財務的対応だけではなく、経営戦略、経営計画、新た
な評価制度を含んだ組織改革や　既存社員の信頼獲得など、実行力を伴う
経営改善・収益改善支援です。

中小企業の場合、その多くは人材不足という問題を抱えており、経営改善
計画、企業承継計画を立案してもそれを実行することが非常に難しいケー
スが多く見られます。
ＣＲＣではＴＡＭの養成、ならびにＴＡＭ人材登用サービスを提供して、
中小企業の人材支援を実行しています。

登用先の企業に必要な人材は、経営計画を立案する第一段階で、当組合の
コンサルティング（主にデューデリジェンス）の中で見極め、その後ＣＲ
Ｃのメンバーもしくは外部パートナーＴＡＭの登録人材から選定し、クラ
イアントの要望に応じた期間、役職等で、企業内にＴＡＭを登用し、主に
下記の業務を執り行ないます。　　　

ＣＲＣのＴＡＭ養成と登用への取組みについて

☆ ＣＲＣの考えるＴＡＭの役割・業務

　　① 経営計画書に基づく、経営計画の具体的施策立案と実行

　　② 経営計画書に基づく、改革の推進・対外折衝と協力

　　③ 財務部門・営業部門などクライアントの弱みとなる部門の強化

　　④ 企業承継時における経営者支援、後継者支援、組織改革

☆ 　ＣＲＣのTAM養成の特長

　　　ＣＲＣのＴＡＭの登用サービスは「ＣＲＣがコンサル組織としてＴＡＭを養成、
　　　

　　　企業登用時には協働して企業改革を実行・支援する」のが特長です。

　　　経営改善・承継支援をＴＡＭと専門家との連携による仕組みで、サービス提

　　　供を行っています。
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TAM人材登用の概要

人材登用先　全国の中小企業

業務委託契約

ＣＲＣではＴＡＭを養成し、登録しているＴＡＭ人材で
中小企業を全面的にサポートいたします

社長、経営幹部経験者、中小企業診断士、税理士、会計士、弁護士、司法書士等々、
数多くの実績、経験がある人材ネットワークを通して、
中小企業の経営課題をピンポイントで解決いたします

物流管理

経営者
後継者支援

営業活性人材育成

生産管理 情報整備

財務会計 M&A
企業承継

資産管理

　経営者の経営に関するお悩みは多種多様・・・・・
その重要課題を解決するには、業務に精通した人材や専門家が必要です。
しかし、常勤社員では経費がかかったり、人材採用もままなりません。

　私たちＣＲＣは、業務委託契約により、各領域の専門家である会員及び経営幹部経験者が貴社
の様々な経営課題を、直接解決するサービスを提供しております。
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中小企業をＣＲＣ専門家と登用ＴＡＭ人材
でトータルサポートします。

ＣＲＣの豊富な人材



① 事業再構築　企業承継のご相談

打合せ

②‐定量分析
・資産、負債の分析
・事業別損益分析
・時価Ｂ/Ｓ作成　・事業別Ｐ/Ｌ作成
・投資、財務、営業キャッシュ
　　　　　　　　　フロー表の作成

②‐定性分析
・経営現況と将来性の把握
・経営者の意識と特性
・人と組織
・各種リスクマネジメント
・マーケティング　他

調査分析（デューデリジェンス）

③ 調査分析による企業価値診断

④ 経営改善・改革のための方針決定と意志形成

⑤ 経営計画書の作成

企画立案

⑥ 財務・業務・事業の再構築の実行

⑦ 経営改革の推進・対外折衝と協力依頼

⑧ 経営改革による新たなる経営の実現

⑨ 新体制による安定した経営の継続・企業価値向上

経営計画の実行支援

専門家・TAM人材登用の流れ

人
材
登
用

ＴＡＭ
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12

登用状況 TAM 登用時期 業      種
経営改革
黒字化

経営計画
実行支援

現場支援 出口支援 ＮＯ 登用状況 TAM 登用時期 業      種
経営改革
黒字化

経営計画
実行支援

現場支援 出口支援 ＮＯ

2005年 3月 繊維・加工会社 ○ ○ 1 　 Ｆ・Ｍ 2014年3月 地方旅館 ○ ○ 61

2006年 4月 加工機械メーカー ○ ○ 2  Ｏ・Ｎ 2014年5月 地方ホテル ○ ○ 62

Ｕ・Ｈ 2007年6月 地方中央卸売市場 ○ ○ 3 　 Ｋ・Ｈ 2014年5月 小売り、飲食業 　 ○ ○ 63

Ｆ・Ｓ 2008年4月
地方中堅建設･不動産
会社

○ ○ 4 継続 Ｋ・Ｋ 2014年6月 造船業 ○ ○ 64

Ｎ・Ｅ 2008年11月 地方旅館 ○ ○ 　 5 Ｙ・Ｍ 2014年6月 工芸品製造販業 ○ ○ 65

K・K 2009年5月 地方中堅不動産会社 ○ ○ 6 　 Ｋ・K 2014年7月 非鉄金属業 ○ ○ ○ 66

T・Y 2009年5月 地方製造、卸売業 ○ ○ 7  T・F 2014年8月 建設業 ○ ○ 67

T・H 2009年10月 地方割烹旅館 ○ ○ 8 　 Ｓ・Ｎ 2014年9月 建設業 ○ ○ 68

Ｈ・Ｍ 2009年11月 地方中小製造会社 ○ ○ 9 継続 Ｎ・Ａ 2014年9月 地方旅館 ○ ○ 69

A･K 2009年12月 地方レジャー施設 ○ ○ 10  Ｆ・Ｔ 2014年10月 建設業 ○ ○ 70

 Ｏ・Ｎ 2010年1月 地方旅館 ○ ○ 11  Ｋ・Ｉ 2014年11月 地方旅館 ○ ○ 71

 Ｎ・Ｅ 2010年5月 地方ホテル ○ ○ 12 　 M・Y 2015年2月 工芸品製造販売 ○ ○ 72

　 W・Ｈ 2010年4月 地方製造、卸売業 ○ ○ 13  W・Y 2015年4月 地方旅館 ○ ○ 73

　 Ｆ・Ｓ 2010年5月 首都圏中堅建設 ○ ○ 14  W・H 2015年4月 工芸品製造販業 ○ ○ 74

　 S・K 2010年6月 ホビーメーカー ○ ○ 15 　 Ｔ・Ｋ 2015年4月 建材卸、施工 ○ ○ 75

Ｎ・Ｎ 2010年6月 首都圏中堅建設 ○ 16 　 Ｓ・Ｈ 2015年5月 部品加工製造業 ○ ○ 76

　 K・H 2010年7月 地方旅館 ○ ○ 17 　 Ｎ・Ｙ 2015年5月 地方旅館　女将 ○ ○ ○ 77

 Y・S 2010年7月 地方中堅建設 ○ ○ 18  Ｔ・Ｙ 2015年6月 建設資材販売 ○ 　 ○ 78

　 M・Y 2010年8月
地方ショッピングセ
ンター

○ ○ 19  Ｓ・Ｓ 2015年10月 水産加工業 ○ ○ ○ 79

 M・Ｋ 2011年1月 出版業 ○ ○ 20  Ｓ・Ｍ 2015年12月 建材卸、施工 ○ ○ ○ 80

 Ｓ・Ｋ 2011年1月 地方割烹旅館 ○ ○ 21 登用中 Ｎ・Ｈ 2016年1月 旅館業 ○ ○ ○ 81

 Ｈ・Ｔ 2011年1月 地方旅館 ○ ○ 22 　 Ｋ・Ｈ 2016年4月 通信工事業 ○ ○ ○ 82

 Ｓ・Ｔ 2011年3月 印刷･製版会社 ○ ○ 23 登用中 Ｎ・Ｋ 2016年4月 食品製造業 ○ ○ ○ 83

　 Ｔ・Ｎ 2011年3月 地方旅館 ○ ○ 24 登用中 Ａ・Ｓ 2016年6月 建設土木 ○ ○ ○ 84

　 Ｋ・Ｈ 2011年4月 地方ホテル ○ ○ ○ 25  Ｓ・Ｋ 2016年7月 製造業 ○ ○ ○ 85

　 Ｆ・Ｓ 2011年6月 首都圏中堅建設 ○ ○ 26 登用中 Ｗ・Ｈ 2016年8月 食品製造業 ○ ○ ○ 86

　 Ⅰ・Ｔ 2011年6月 地方食肉加工業 ○ ○ 27 登用中 Ｆ・Ｔ 2016年9月 建設関連業 ○ ○ ○ 87

 Ｋ・Ｈ 2011年6月 地方旅館 ○ ○ 28 　 Ｗ・Ｈ 2016年9月 地方ホテル ○ ○ 88

 Ｓ・Ｋ 2011年6月 地方旅館 ○ ○ 29 登用中 Ｏ・Ｎ 2016年10月 自動車販売業 ○ ○ ○ 89

　 Ｍ・Ｅ 2011年8月 鋼材･金型加工卸 ○ ○ 30 　 Ｋ・Ｔ 2016年10月 印刷製本 ○ ○ ○ 90

 Ｔ・Ｋ 2011年8月 地方旅館 ○ ○ 31 登用中 Ｎ・Ｔ 2016年11月 機器販売 ○ ○ ○ ○ 91

 Ｉ・Ａ 2011年9月 印刷･製版会社 ○ ○ ○ 32 登用中 Ｏ・Ｋ 2017年1月 遊戯　温浴施設 ○ ○ ○ ○ 92

　 Ｙ・Ｎ 2011年10月
木材加工機械メー
カー

○ ○ 33 　 Ａ・Ｔ 2017年2月 医療器材 ○ ○ ○ 93

 Ｋ・Ｔ 2011年12月 インテリア卸売業 ○ ○ 34 登用中 Ｕ・Ｙ 2017年3月 造船業 ○ ○ ○ ○ 94

 Ｓ・Ｎ 2012年1月
飲食店チェーン（ホ
テル含む）

○ ○ 35 N・A 2017年3月 飲食業 ○ ○ ○ ○ 95

 Ｉ・Ｈ 2012年1月 印刷業 ○ ○ 36 　 Ｏ・Ｎ 2017年6月 地方ホテル ○ ○ ○ 96

登用中 Ｗ・Ｈ 2012年1月
自動車販売ディー
ラー

○ ○ 37 　 Ｏ・Y 2017年9月 清掃業 ○ ○ ○ 97

 Y・K 2012年1月
食品製造販売（ホテ
ル含む）

○ ○ 38 登用中 S・M 2017年10月 飲食業 ○ ○ ○ 98

　 Ｔ・M 2012年5月 食品製造販売 ○ ○ 39 　 Ｍ・Ａ 2017年11月 印刷業 ○ ○ ○ 99

 Ｋ・Ｈ 2012年6月 地方旅館 ○ ○ 40 登用中 H・M 2018年2月 仏具販売　葬祭業 ○ ○ ○ 100

 Ｓ・Ｋ 2012年6月 地方旅館 ○ ○ 41 登用中 K・K 2018年1月 造船業 ○ ○ ○ 　 101

　 Ｆ・Ｍ 2012年10月 地方旅館 ○ ○ 42 登用中 Ｍ・Ｙ 2018年1月 アパレル ○ ○ ○ 　 102

 Ｓ・Ｍ 2012年10月 スーパーマーケット ○ ○ 43  O・N 2018年4月 卸、通販 ○ ○ ○ 　 103

　 Ｎ・Ｔ 2013年1月 建材卸会社 ○ ○ 44 登用中 Ｆ・Ｔ 2018年6月 建設業 ○ ○ ○ 　 104

Ｗ・Ｓ 2013年1月 食肉加工卸・飲食 ○ ○ 45 登用中 Ｎ・Ａ 2018年6月 旅館業 ○ ○ ○ 　 105

 Ｓ・Ｈ 2013年1月 食肉加工卸・飲食 ○ ○ 46 登用中 Ｋ・Ｔ 2018年10月 食品製造業 ○ ○ ○ 　 106

 Ｓ・Ｙ 2013年4月 地方割烹旅館 ○ ○ ○ 47 登用中 O・N 2018年10月 地方ホテル ○ ○ ○ 　 107

 Ｓ・Ｋ 2013年4月 食肉加工業 ○ ○ 48  M・Ｙ 2018年11月 食品製造業 ○ ○ ○ 　 108

 Ｓ・Ｈ 2013年5月 電気工事会社 ○ ○ 49 登用中 O・N 2019年4月 複合施設　３セク ○ ○ ○ 109

 Ｍ・Ｈ 2013年6月 金属工具メーカー ○ ○ 50

Ｆ・Ｍ 2013年6月 地方旅館 ○ ○ ○ 51

Ｙ・Ｎ 2013年6月 建設業 ○ ○ ○ 52

Ｋ・Ｍ 2013年7月 鉄鋼業 ○ ○ ○ 53

Ｓ・T 2013年9月 電気工事会社 ○ ○ 54

Ｎ・Ｋ 2013年11月 洋菓子店 ○ ○ 55

Ｙ・Ｎ 2013年12月 食品製造卸業 ○ ○ 56

Ｋ・Ｙ 2013年12月 食品製造卸業 ○ ○ 57

Ｔ・M 2014年1月 地方旅館 ○ ○ 58

Ｓ・Ｍ 2014年1月 地方運送業 ○ ○ 59

Ｓ・Ｔ 2014年1月 精密機械製造業 ○ ○ ○ 60

Ｋ・Ｔ

� � � � � � � � � 	 � 
 � � � 
 � � � � � � � � � � � � � � � � � � �� � �  ! "
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第１回　基本講座 第２回　基本講座 第３回 第４回

東京  ７月６日（土） 東京　７月７日（日） 東京  ７月２０日（土） 東京　７月２１日（日）

大阪  ７月１３日（土） 大阪　７月１４日（日） 大阪　７月２７日（土） 大阪　７月２８日（日）

東京  ８月１１日（日） 東京  ８月１２日（月） 東京  ８月１３日（火） 東京  ８月１４日（水）

第５回 第６回 第７回

お問合わせ　講座事務局　０１２０-５１８-２１８　　crc-info@crc.gr.jp    担当　木村
CRC　企業再建・承継コンサルタント協同組合　http://www.crc.gr.jp
〒101-0048 千代田区神田司町２－２－７　パークサイド１ビル　６階

関連講座
事業承継マネージャー養成講座

出口戦略講座
ＣＲＣ実践塾
事業承継塾

東京　８月１7日（土）

午前の部

1０:００～13:3０

本田　伸孝　講師

■　企業再建支援における
　　　金融機関、金融施策
　　　の理解

染谷　勝彦　講師
春田　泰徳　講師

■ケーススタディ 計画
　　策定演習

河井　恒治　講師

■現役TAMの講話

真部　敏巳　講師

■再建事例解説

一般社団法人
金融検定協会認定

養成講座

最終日（8/17）に
認定試験がございます。

午後の部

1４:3０～1８:００

■　安部　修仁氏　講演
　　吉野家ＨＤ会長
　　事業再生の要諦

■　現役TAM
　　パネルディスカション

染谷　勝彦　講師
春田　泰徳　講師

■計画策定演習の発表
   と講評

宮崎　健治　講師

■　ＴＡＭ検定試験
■　解説

午後の部

1４:3０～1８:００

宮崎　健治　講師

■事業ＤＤ，財務ＤＤの基礎
■経営計画策定の基礎

◆　希望者による懇親会
   　（1８:００開始／実費)

塚田　康祐　講師

■ビジネスコーチングの
　 理解と演習

春田　泰徳　講師

■企業再建における財務
　　・税務の専門知識

佐伯　眞　講師

■　再生支援における
　　 業務改善・リストラの
　　　ポイント

２０１9年
７日間

４９時間講座
東京 東京　８月１５日（木） 東京　８月１6日（金）

東京

午前の部

1０:００～13:3０

岩本　亨講師

■TAMの役割と倫理
■事業承継Ｍの役割と倫理
■企業再建・承継の基本知識

宮崎　健治　講師

■人事と組織の専門知識
■ケースメソッド

山崎　良太　講師(東京)
松井　裕介（大阪）

■企業再建における 法務の
   専門知識
■ＡＤＲの活用

山岸　一　講師

■　再生支援における
　　 Ｐ/Ｌ収益改善のポイント
　　　選択と集中

　＜第３1回＞　　２０１９年７・８月
　ターンアラウンドマネージャー（ＴＡＭ）養成講座カリキュラム＆講師一覧

事業再生・企業再建を実践的・体系的に修得し、専門資格取得可能です！

主催   企業再建・承継コンサルタント協同組合（ＣＲＣ）
一般社団法人　金融検定協会認定資格講座

２０１9年

東京

大阪

受講者累計

１３５１名



主な講師　プロフィール

【担当するカリキュラム】

講座概論　TAM　・事業承継マネージャー役割と倫理

企業再建・承継の基本知識

•企業再建・承継コンサルタント協同組合　常務執行役員

・中小企業診断士

・（合）産業経営研究所　代表社員

金融検定協会　事業承継アドバイザー試験委員

【担当するカリキュラム】

岩本　亨　講師

宮崎 健治　講師

調査分析・計画策定の基礎
人と組織

ケースメソッド

神戸大学経済学部卒業。1974年、(株)三井銀行を経て、さくら総合研究所（現日本総
研）PWCコンサルティング（現IBMビジネスコンサルティング）のコンサルティングに従事。
現在クリエイティブマネジメント研究所所長。東京都中小企業再生支援協議会・再生支援
アドバイザー、金融検定協会事業再生アドバイザー試験委員。

14

安部  修仁　特別講師　（㈱吉野家ホールディングス会長）

【担当するカリキュラム】

　事業再生・事業承継　講演

㈱吉野家にアルバイトとして入社、経営危機を乗り越え、代表取締役社長就任。
様々な経営課題に直面するが、後継者を育成し、経営トップを退き事業承継。

現在、㈱吉野家ホールディングス　会長。
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主な講師プロフィール

弁護士 公認会計士・税理士

中小企業診断士 ビジネスコーチング



＜ＴＡＭ養成講座（前回）　テキスト＞　

＜ＴＡＭ養成講座　スナップ＞　

左より

１　ターンアラウンドマネージャー養成講座　
　　テキスト

２　ターンアラウンドマネージャー養成講座　
　　テキスト別冊

３　事業再生アドバイザー講座　４冊
　　（参考サブテキスト）
　
※　 事業承継アドバイザー講座は
　　　事業承継ﾏﾈｰｼﾞｬｰ養成講座のサブテキストとなります。
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ターンアラウンドマネージャー検定試験実施要綱
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　試験要網例(暫定版)

実施日　２０１９年　８月１７日（土）　ＰＭ２時３０分～　
試験時間　　２時間　３０分　（途中退席可　1時間30分後～）　
 
１　択一問題　15問程度予定　　　配点　６０点予定　
 
　　ターンアラウンドマネージャー（ＴＡＭ）養成講座の各講座より概ね１問出題予定
　　合計１５問程度
　　基本的にＴＡＭ養成講座テキストと講義からの出題が中心となります。
 
２　論述、記述問題　　配点　４０点予定
 
　　ある事例をもとに　
　　①　簡易な事例の分析、提案、経営計画書作成等
　　②　その経営計画書の経営者や関係者に対しての解説の
　　　　　　  プレゼンテーション要点の論述等　　（論述は400文字から800文字）
 
３　持ち物
 
・　鉛筆　or シャープペン
・　消しゴム
・　電卓　但し、辞書機能のある電卓は不可。
　　　計算問題はありませんが、簡易な財務分析・計画書策定に必要な場合がござい
　　　ます。
 
４　諸注意
 
・　過去の問題集はありません。基本的な問題のためテキスト、講座の復習を中心に準備し
　　　て下さい。
　　　
・　各設問とも　誤字、脱字、読めない文字は減点の対象になる場合があります。

５　試験結果　

　・　２０１９年９月中旬ごろに電子メールにてＣＲＣ事務局より結果速報をお送りする予
　　　　　定です。詳細は別途ご案内いたします。試験結果は郵送にてお送りするか、もしくは

　　
　　　 合格証授与式（別途広報いたします）にてお渡しする予定です。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　

一般社団法人　金融検定協会



受講者の声

公認会計士・税理士　金子 太妥志 氏
　

たまたま手にした1枚のチラシがきっかけでした。中小企業の再生実務に必要
な知識を習得するためにはこの講座しかないと直感的に感じ、すぐに申し込み
ました。講師陣は実務の第一線で活躍されている方ばかりで、ご自身の経験を
踏まえ講義していただけるので、とても実践的でした。また、グループワーク等
で受講生同士のネットワークも自然に出来上がっていきました。再生実務に携
わる機会が増えており、私自身、TAM講座で学んだことが大変役に立っていま
す。是非、受講することをお勧めします。

中小企業診断士　丸山 芳子 氏

正直なところ、この講座を受けるまでは、資金繰りに困っている企業に対して、
何をどうしたらよいか全くわかっていませんでした。融資、返済の実務、および
金融機関との交渉方法といった講座を受けて、なぜもっと早く受講しなかった
のかと後悔しました。簿記、会計の勉強だけでは学べない、現場の知識が習
得できるので、中小企業診断士は絶対に受講すべき講座だと思います。他の
士業の受講生とのネットワークも大きな財産になりました。本講座で学んだ、企
業再建の具体的な手法が現在のコンサルティングに役立っています。
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司法書士・中小企業診断士　鈴木 健彦 氏　

本講座受講は10年以上前になります。司法書士として中小企業支援の基
礎的な知識体系を習得したいと考え、教材の一部を同じくする事業再生通
信講座を受講したうえ、本講座を受講しました。現在、中小企業診断士を
取得して再建現場に携わっていますが、窮境にある中小企業の再建の選
択肢は限られており、事業面、財務面、法務面の特定分野からのアプロー
チではミスリードしがちです。本講座を受講するなどして総合的な視野の基
礎を習得することは、中小企業支援では必須だと考えます。



一級建築士　古木 惣一郎 氏

企業再建の知識体系を理解する事は、ターンアラウンドマネージャーとしての必
須要件と考えます。基本に従うことが成功率を高める場合が多く、また各領域の
専門家との連携が重要となるからです。登用先の企業の関係者の相談に乗り、
正しい知識を提供する場面もあります。私も以前は経営学の知識と実家の経営
破綻経験のみで再建に携わっていましたが、ＴＡＭ講座を受講した事により、仕
事のやり方に劇的改善がもたらされました。現、ゴルフ場経営者

19

金融機関ご担当者の声

地域金融機関I . O 氏　

企業再生にあたっては、法務・税務・財務をはじめ経営・マーケティングなど
、幅広い知識やスキルが求められますが、再生支援の実務においては金
融支援が不可欠であり、この分野での知識が無ければ再生支援コンサル
ティングは難しいと考えています。TAM養成講座はこうした知識を体系的に
学ぶことができ、金融機関をはじめ各士業の方々にとっても非常に有益な
講座であると思います。また、参加者の方々も多様な業種・経歴・資格を
持った人が集まるため、情報交換や交流の場としても大変良い機会となり
ました。

司法書士　水谷 英東 氏

仕事柄、企業再生・承継には法務のみで参加することが多く、他の分野の知
識を学ぶためにＴＡＭ講座に参加をしました。講座では、分野ごとに基本的
な考え方から実務での対応まで学ぶことが出来るため、企業再生・承継の全
体像見えるようになり、当初の目的を達成できるとともに、コーチングや組織
改善の考え方等の新しい発見もあり、非常に有意義な受講となりました。企
業再生の現場にいる方々はもちろんですが、それ以外の現場にいらっしゃる
方々も一度受講をされて損のない講座です。
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ターンアラウンドマネージャー（TAM）養成講座受講者の声
公認会計士・税理士の受講コメント 
再生支援に関して、全体像がつかめて、非常によかったです。
現場の具体的なハードルの設定については、はじめて聞きました。受講した価値がありました。
内容も分かりやすく、話も聞きやすく良い内容でした。ありがとうございます。
業務リストラ、事業リストラの流れと個々の論点が分かりやすく細かく解説されて、大変分かりや
すかったです。
金融機関の見方、スタンスがよく分かりました。
実地を踏まえての私的整理・　法的整理の話はとても参考になりました。
ケーススタディ良かったです。他の受講者の方々と意見交換することにより、自分の気が付かなか
った点が明らかになったり。又、自分の考え方がどのように受け取られるかということに気づかされ
ることがあって良いと思いました。
お客様にはすぐにでも使いたい内容でした。ありがとうございました。
事務所内のコミュニケーション悪いのでコーチングを活用します。
聞いてるだけと違って、時間が速く過ぎてしまいました。通しの講義の中では、後半の疲れが出て
くるところで有効だと感じました。
グループワークでは、一定時間、共に作業していたので他士業の方と仲良くなれたのがよかった。

中小企業診断士の受講コメント 
診断士の資格を取得しても実際の支援の現場で自分に何ができるのか不安を抱えており、何も出来
　　　ない状態でした。この講座を受けて、知識と実践のギャップを少し埋めることが出来たと感じ
ました。
今後の実務従事においても、今までとは違った観点で取組むことができそうです。
今回の講座を通していろいろな講師のお話を聴いただけでなく、考えや想いにも触れることができ
たように思います。中小企業の支援として大切なのは、知識やスキルだけでなく現場で、強烈な当事
者意識を持って、諦めずにやり抜く「現場力」と、それを支える信念だと言う事を学びました。
立場の異なる多様な視点を頂戴しました。自分なりに咀嚼することが次の課題です。ありがとうご
ざいました。
大変分かり易く　何が大切なのかポイントをよく抑えてくださって、とても参考になりました。　
ところどころで挟まれる事例も興味深く　もっといろいろな事例を伺いたいと感じました。
財務・税務の専門知識において再生に必要な財務・税務のポイントをわかりやすく説明していただ
けました。実務事例、経験等お話頂き非常に勉強になりました。
コーチングにおいて自分にとって一番必要な聴く力や関係づくりの勉強ができました。有意義でし
た。これをどうヒヤリングに生かすか経験を積んでいきたい。
グループワークについて、普段診断士同士でしか話をしておらず、様々な士業や業種の方とディス
カッションできて非常に勉強になりました。
本講座を通じて得た参加者同士のネットワークも大きな財産となりました。
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